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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自　2018年３月１日
至　2018年11月30日

自　2019年３月１日
至　2019年11月30日

自　2018年３月１日
至　2019年２月28日

売上高 （千円） 1,904,259 2,100,718 2,827,839

経常利益 （千円） 119,843 208,264 211,701

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 81,670 147,983 148,013

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 81,639 148,111 147,701

純資産額 （千円） 1,356,202 1,532,040 1,422,264

総資産額 （千円） 2,457,287 2,853,310 2,840,113

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 42.61 77.20 77.22

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.2 53.7 50.1

 

回次
第37期

第３四半期
連結会計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年９月１日
至　2018年11月30日

自　2019年９月１日
至　2019年11月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 3.04 24.53

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替の大きな変動はなかったものの、米中貿易摩擦の影響で

原材料が徐々に高騰し先行きは不透明であります。これら不安材料を抱えて国内大手企業の業績はやや低下傾向に

あるものの、輸出企業を中心に設備投資は安定して増加し、また、国内ＩＴ関連企業の業績や設備投資需要、並び

に研究機関や学校関連の投資意欲も堅調に推移いたしました。

　このような環境の下、当社では利益率の高いハードウエアに付加価値を付けたＡI・ディープラーニング、監視

カメラ向けストレージサーバやアプライアンス製品の引き合いが好調で、当第３四半期連結累計期間の売上高は

2,100,718千円（前年同期比10.3％増）となりました。製品売上に関しては、ＯＥＭ製品（ミラーカード、小型Ｎ

ＡＳ製品等）の出荷は、小規模オフィス向け小型ＮＡＳの後継機種の採用決定により、527,622千円（前年同期比

16.1％増）と順調に増加しました。主力のＲＡＩＤ及びＮＡＳ製品については、大容量８～10ＴＢのＨＤＤを搭載

したCloudyシリーズＮＡＳ製品のほか、プロミス・テクノロジー社の製品群も販売好調で993,836千円（前年同期

比10.2％増）の実績を上げました。

　これらの結果、ストレージ本体及び周辺機器を含む製品売上高は1,655,195千円(前年同期比15.2％増）となりま

した。商品売上は、大口案件が少なく176,347千円(前年同期比22.7％減)となりました。サービス売上は、株式会

社ＩＴストレージサービスの取扱った他社製品の保守契約も加わり、269,176千円(前年同期比12.2％増)となりま

した。

　以上の結果、損益面につきましては、増収及び売上総利益率の向上（前年同期比3.0ポイント増）により、営業

利益204,772千円（前年同期比73.3％増）、経常利益208,264千円（前年同期比73.8％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益147,983千円（前年同期比81.2％増）とそれぞれ大幅な増益となりました。

 

　品目別の売上高は、次のとおりであります。

 

期　別 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 前連結会計年度

 
 

自　2018年３月１日
至　2018年11月30日

自　2019年３月１日
至　2019年11月30日

自　2018年３月１日
至　2019年２月28日

品 目 別 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比

  千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

 ストレージ本体 1,356,176 0.8 1,521,459 12.2 2,017,172 △0.2

 周 辺 機 器 80,234 18.7 133,736 66.7 136,072 12.7

製 品 小 計 1,436,410 1.6 1,655,195 15.2 2,153,244 0.5

商　　　 品 228,017 58.7 176,347 △22.7 353,619 26.1

サ ー ビ ス 239,830 8.8 269,176 12.2 320,975 6.8

合　　　 計 1,904,259 7.1 2,100,718 10.3 2,827,839 3.8

 

　　(2）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して13,196千円増加し2,853,310千円

となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末と比較して15,745千円増加し2,693,217千円となりました。これは主に、たな卸

資産166,366千円、その他8,161千円の増加に対し、現金及び預金101,347千円、売上債権56,718千円が減少したこ

と等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比較して2,548千円減少し160,092千円となりました。これは主に、繰延税金資

産5,259千円の減少に対し、建物、工具、器具及び備品等の有形固定資産2,889千円が増加したこと等によるもので

あります。
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　流動負債は、前連結会計年度末と比較して41,354千円減少し、1,189,096千円となりました。これは主に、買掛

債務61,850千円、１年内返済予定の長期借入金34,882千円、未払費用27,511千円、未払法人税等18,680千円、その

他22,413千円の減少に対し、前受収益122,040千円の増加等によるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末と比較して55,224千円減少し、132,173千円となりました。これは主に、長期借

入金62,337千円の減少に対し、繰延税金負債7,050千円の増加等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して109,775千円増加し、1,532,040千円となりました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益147,983千円の計上に対し、配当金の支払い38,336千円があったことによる、利益剰

余金109,647千円の増加等によるものであります。自己資本比率は53.7％となりました。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありま

せ　ん。

 

(4）事業及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は58,453千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 2,081,000 2,081,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,081,000 2,081,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 2019年９月１日～

 2019年11月30日
－ 2,081,000 － 496,310 － 105,515

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

2019年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　164,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　1,916,100 19,161 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　800 － －

発行済株式総数 　　　　　　　2,081,000 － －

総株主の議決権 － 19,161 －

 

②【自己株式等】

2019年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

株式会社ニューテック
東京都港区浜松町

二丁目７番19号
164,100 － 164,100 7.8

計 － 164,100 － 164,100 7.8

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年３月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ひので監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,730,018 1,628,671

受取手形及び売掛金 749,692 ※ 665,929

電子記録債権 4,783 31,827

商品及び製品 61,858 50,928

仕掛品 41,820 95,595

原材料 72,853 196,375

前払費用 13,378 12,662

その他 3,207 11,368

貸倒引当金 △141 △141

流動資産合計 2,677,471 2,693,217

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 19,132 16,908

工具、器具及び備品（純額） 26,222 31,335

有形固定資産合計 45,354 48,243

無形固定資産 5,781 5,699

投資その他の資産   

投資有価証券 80,935 81,120

繰延税金資産 5,259 －

差入保証金 23,767 23,767

長期前払費用 1,543 1,262

投資その他の資産合計 111,505 106,150

固定資産合計 162,641 160,092

資産合計 2,840,113 2,853,310

負債の部   

流動負債   

買掛金 180,232 118,381

1年内返済予定の長期借入金 178,054 143,172

未払金 27,125 24,452

未払法人税等 36,448 17,768

製品保証引当金 22,129 23,196

未払費用 55,990 28,478

前受収益 697,596 819,636

預り金 5,243 8,792

その他 27,631 5,217

流動負債合計 1,230,450 1,189,096

固定負債   

長期借入金 180,971 118,634

繰延税金負債 － 7,050

資産除去債務 6,426 6,488

固定負債合計 187,397 132,173

負債合計 1,417,848 1,321,269
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 496,310 496,310

資本剰余金 510,925 510,925

利益剰余金 491,682 601,329

自己株式 △78,265 △78,265

株主資本合計 1,420,652 1,530,299

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,612 1,740

その他の包括利益累計額合計 1,612 1,740

純資産合計 1,422,264 1,532,040

負債純資産合計 2,840,113 2,853,310
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年11月30日)

売上高 1,904,259 2,100,718

売上原価 1,343,236 1,418,387

売上総利益 561,022 682,331

販売費及び一般管理費 442,881 477,559

営業利益 118,141 204,772

営業外収益   

受取利息 8 9

受取配当金 1,189 1,923

為替差益 1,493 2,839

助成金収入 1,860 720

その他 1,310 1,325

営業外収益合計 5,861 6,816

営業外費用   

支払利息 2,658 1,899

売上債権売却損 1,203 1,248

その他 298 176

営業外費用合計 4,159 3,324

経常利益 119,843 208,264

特別損失   

固定資産除却損 － 1,333

特別損失合計 － 1,333

税金等調整前四半期純利益 119,843 206,931

法人税、住民税及び事業税 22,900 46,694

法人税等調整額 15,272 12,253

法人税等合計 38,172 58,948

四半期純利益 81,670 147,983

親会社株主に帰属する四半期純利益 81,670 147,983

 

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

10/15



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年11月30日)

四半期純利益 81,670 147,983

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △31 128

その他の包括利益合計 △31 128

四半期包括利益 81,639 148,111

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 81,639 148,111

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

　（2019年２月28日）
当第３四半期連結会計期間
（2019年11月30日）

受取手形 －千円 15,552千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年３月１日
至 2018年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年３月１日
至 2019年11月30日）

減価償却費 12,928千円 20,340千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年４月16日

取締役会
普通株式 38,336 20.00 2018年２月28日 2018年５月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年11月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年４月15日

取締役会
普通株式 38,336 20.00 2019年２月28日 2019年５月14日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）

　当社グループは、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを行う

単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年11月30日）

　当社グループは、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを行う

単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年３月１日
至　2018年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年11月30日）

１株当たり四半期純利益 42円61銭 77円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 81,670 147,983

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
81,670 147,983

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,916 1,916

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年１月９日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

 

ひので監査法人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 羽入　敏祐　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 宮下　圭二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニュー

テックの2019年３月１日から2020年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019年

11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年３月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテック及び連結子会社の2019年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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